
Ⅴ. 令和 3 年度全国大学ゴルフ指導者研究会第 26 回指導者研修会報告 

1. 開催要項、日課・日程、参加費用、公認指導者認定実施要領

１．目 的 

大学におけるゴルフ教育の充実と発展に寄与するため、研修

会を開催しゴルフ技術、理論、指導法について研究討議を行い、

技術力と指導力の向上を図る。 

２．主 催：全国大学ゴルフ指導者研究会 

３．期 間、会 場 

期 間：令和3年3月 1日（火）～3月 3日（木） （2泊3

日間） 

会 場：東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ 

〒706-0302 

岡 山 県 玉 野 市 下 山 坂 1345 TEL0863-41-2360 

http://www.tojigaoka.jp/ 

宿 舎：東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ宿泊 

４．研修内容 

1）講義研修 

講師：株式会社プロギア 中原紀彦 

「 ドライバーヘッドの技術開発について 」 

2）実技研修 

講師：立浦葉由乃プロ 

「初心者に対する指導法」「レベルアップ練習とショート・ゲーム技術研修」 

「課題別・状況別実戦研修（バンカー・グリーン）」  

「コースでの実戦研修による総合技術の向上とコース・マネジメント」 

５.研修会 日課・ 日程 

第1日（３月１日） 

 各自でゴルフ場に集合 

（岡山空港 1 0 時 00 分 、岡山駅 11 時 20 分に送迎） 

12：00 受付（ 東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ） 

12：30 現地集合 東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ 

13：00 開会式 （ゴルフ場 宿泊棟 ・ 会議室） 

＊開会式終了次第、バスでカバヤゴルフガーデン（打撃練習場）に移動 

14：00 プロによる 初心者指導法 、 レベルアップ研修  

指導：立浦葉由乃プロ 

16：15 バスで宿舎へ移動 

17：30 研究会 総会 （クラブハウス 宿泊棟 ・ 会議室） 

18：30 夕食・懇親会 クラブハウス・ レストラン 
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第2日（３月２日） 

7：00 朝食  クラブハウス・ レストラン 

8：00 プロによるラウンドレッスン 

コース実戦における打撃技術とアプローチ、パッティング研修 

オンコースレッスンは各組３ホール 

10：20 昼食 クラブハウス・ レストラン） 

11：10 コース実戦における打撃技術とアプローチ、パッティング 研修 

13：20ホールアウト予定 

14：15 プロによるレッスン（バンカー、 パット） 

16：30 終了 

18：00 夕食 クラブハウス・ レストラン 

19：30 講義「ドライバーヘッドの技術開発について 」 

講師：株式会社プロギア 中原紀彦 

情報交換会21：00まで 

第3日（３月３日） 

7：00 朝食 クラブハウス・ レストラン 

7：40 実戦による 打撃技術の 総合 研修 、コースマネジメント 研修 

（18H の コンペ形式による実技 研修） 

13：00ホールアウト 

14：00 研修会総括 、 閉会式 コンペルーム 

14：30 解散  

送迎：岡山空港行き：14：35クラブハウス発、 

岡山駅行き：15時クラブハウス出発 

6．研修会費用 

参加費：会員 5 ,000円，非会員 7 ,000 円 

指導者認定審査料：2,000 円 （指導者認定審査を受ける方のみ） 

研修費用：43,900 円（消費税込み の 2 泊 3 日分のパック料金） 

※研修費⽤は、最終⽇に各⾃でフロントにて精算。

7．指導者認定制度について 

本研究会が主催する研修会に２回以上全日参加し、研修会中に実施するゴルフ理論（実技と

講義）を受講するとともに、実技テストに合格した方に大学ゴルフ指導者としての資質を

保持すると認定し、認定証を授与致します。また、指導者認定の審査料は 2,000 円としま

す。（過年度の参加者は、既に受講したゴルフ理論（実技と講義）も指導者認定条件に有効

です） 

●実技内容：初心者指導法の受講、打撃技術のレベルアップ練習、実戦研修による総合技術

とコース・マネジメントの修得

●講義内容：下記のような多岐にわたるゴルフ関連領域について研究討議を行うため、年度

によって講義内容を変更します。このため、2 回の研修会参加によって 2 項目以上を受講し

て下さい。 
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ゴルフの歴史、ルールとエチケット、ゴルフ用具の性能と適性、ゴルフの安全管理、 

ハンディキャップの知識、ゴルフのトレーニング、ゴルフと社会、ゴルフコースの内容

と構成、ゴルフ場経営とクラブ運営、コース管理とメンテナンス、日本および海外におけるゴ

ルフの現状、ジュニア・ゴルファーの現状と課題、ゴルフ会員権と法律問題など。 

●実技テスト：以下の 3 ないし 4 項目について、一定レベル以上の技術力を保持しているか

テストします。

①7 番アイアンによる基本の打撃技術

②基本的な 3 種類のアプローチ・ショット技術

③バンカー・ショット技術 

④パッティング技術 

⑤実戦による総合技術（ラウンドプレーでの実戦力） 

８.その他

●各大学ゴルフ授業の資料提供による情報交換について（お願い）

＊各大学のゴルフ授業について情報交換会を行いたいと思います。ゴルフ授業をご担当の先

生はシラバス、実習要項、配付資料などがありましたら、各 20 部をご持参下さるようお願いし

ています。

●服装等について

＊実技研修においては、襟のあるシャツ、ゴルフシューズの着用を要望。

＊クラブハウスへお越し際は、ジャケットの着用を要望。

９. 参加者

 本年度の参加者は、15名（会員 13名 非会員 2名）（男性 12名 女性 3名）でした。

指導者認定試験の受験者はいませんでした。 

10.研修会風景 

立浦プロによる実技研修 
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中原氏による講義 参加者集合写真 

表彰式・閉会式 
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